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一
七
五

『
マ
イ
ン
ツ
市
平
和
法
典
』（
Ｄ
）（D
as F
ried
en
sbu
ch
 d
er S
tad
t M
ain
z (D
)

） 

　
　

（
一
四
三
七
〜
四
四
年
）〔
訳
・
註
釈
〕（
二
）

神　
　

寶　
　

秀　
　

夫

〔
解
題
〕

〔
訳
・
註
釈
〕

〈
序
〉

第
一
条
〜
第
三
三
条
（
以
上
、『
史
淵
』
第
一
四
三
輯
）

第
三
四
条
〜
第
六
五
条 

（
本
輯
）

第
六
六
条
〜
第
九
四
条
〔
了
〕（
次
稿
）

〔
略
号
な
ど
〕

・
Ｂ
： D

er S
tede bu

ch

（1317/ 35

）（
序
及
び
九
二
箇
条
）



一
七
六

・
Ｃ
：M

ain
tzer F

riede-bu
ch

（1352

）（
序
及
び
一
一
七
箇
条
）

・
Ｆ
：F

ran
kfu

rter S
tatu

t

（1318)
・
Ｓ
：S

peierer S
tatu

t

（1328)

・
Ｗ
：S

tadtfrieden
 fü

r W
orm

s v
on

 K
aiser F

riedrich
 I.

（1156)

・
変
更
（
条
文
の
傍
線
部
も
含
む
）：『
平
和
法
典
』（
Ｃ
）
か
ら
の
変
更

＊　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

〔
訳
・
註
釈
〕『

マ
イ
ン
ツ
市
平
和
法
典
』（
Ｄ
）（D

as Friedensbuch der Stadt M
ainz (D

)

）

〈
第
三
四
条
〉
〔
出
頭
命
令
〕（
Ｂ
第
五
一
条
、
Ｃ
第
五
〇
条
、
Ｓ
第
四
二
条
）

　

同
じ
く
、
市
長
達
な
い
し
誓
約
市
吏
（der stede g

esw
orn

 kn
ech

te

）
か
ら
出
頭
を
命
令
さ
れ
た
が
出
頭
し
な
い
者
を
、
人
々

は
ケ
ル
ン
通
貨
一
シ
リ
ン
グ
で
差
押
さ
え
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
彼
が
二
度
目
の
出
頭
命
令
の
時
に
も
出
頭
し
な
い
か
、
あ
る

い
は
〔
そ
の
後
〕
市
長
達
の
命
令
に
従
わ
ず
マ
イ
ン
ツ
を
去
ら
な
い
場
合
、
彼
を
人
々
は
再
度
ケ
ル
ン
通
貨
一
シ
リ
ン
グ
で
差
押
さ

え
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
複
数
な
い
し
単
数
の
市
長
が
自
ら
命
令
す
る
三
度
目
の
出
頭
命
令
の
時
に
も
出
頭
し
な
い
な
ら
ば
、

市
長
達
は
彼
を
逮
捕
し
、
都
市
牢
獄
に
八
日
間
拘
禁
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
、
彼
が
〔
マ
イ
ン
ツ
を
〕
去
ら
な
い
場
合



一
七
七

『マインツ市平和法典』（Ｄ）

に
は
、
市
長
達
は
再
び
彼
を
、
都
市
参
事
会
の
多
数
部
分
が
言
い
渡
す
期
間
、
牢
獄
に
拘
禁
す
べ
き
で
あ
る
。

（
一
）　

被
告
の
出
頭
義
務
が
、
一
度
目
の
出
頭
命
令
か
ら
貨
幣
お
よ
び
市
外
追
放
で
も
っ
て
強
制
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）　

三
度
目
の
出
頭
命
令
を
拒
否
し
た
場
合
に
は
、
違
法
行
為
の
い
か
ん
に
拘
ら
ず
、
逮
捕
、
拘
禁
、
市
外
追
放
に
よ
っ
て
罰

せ
ら
れ
る
。

〈
第
三
五
条
〉
〔
外
部
の
者
に
対
す
る
不
法
な
戦
争
な
い
し
訴
訟
に
よ
る
都
市
へ
の
損
害
な
い
し
不
名
誉
〕（
Ｂ
第
六
五
条
、
Ｃ
第

六
二
条
）

　

同
じ
く
、
我
々
の
市
民
の
あ
る
者
が
〔
不
法
な
〕
戦
争
、
な
い
し
、
そ
の
ほ
か
に
訴
訟
を
誰
か
あ
る
者
に
対
し
て
な
し
、―

―

且

つ
彼
が
〔
不
法
な
〕
戦
争
な
い
し
訴
訟
を
外
部
の
者
に
対
し
て
起
こ
す
場
合―

―

、
か
く
し
て
そ
の
こ
と
に
よ
り
都
市
に
損
害
な
い

し
不
名
誉
が
生
じ
る
な
ら
ば
、
あ
る
い
は
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
な
ら
ば
、
人
々
は
彼
の
身
体
と
財
産
を
期
待
す
べ
き
で
あ
る
。

（
一
）　

〔
変
更
〕「
あ
る
い
は
〔
都
市
に
損
害
な
い
し
不
名
誉
が
〕
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
な
ら
ば
」
が
付
加
さ
れ
た
。
予
防
警
察

主
義
が
出
現
し
、
参
事
会
統
治
体
制
の
維
持
・
強
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。
但
し
、
予
防
警
察
主
義
は
こ
の
条
項
に
限
ら
れ
る
。

（
二
）　

依
然
と
し
て
、
挙
証
手
続
き
の
規
定
は
な
い
。

（
三
）　

外
部
の
者
に
対
す
る
不
法
な
戦
争
な
い
し
訴
訟
に
関
し
て
は
、
参
事
会
の
自
由
裁
量
刑
が
科
さ
れ
る
。

〈
第
三
六
条
〉
〔
都
市
差
押
の
危
険
性
の
あ
る
訴
訟
に
関
し
て
の
都
市
参
事
会
の
宣
告
へ
の
抵
抗
〕(

Ｂ
第
八
四
条
、
Ａ
第
七
二
条)



一
七
八

　

同
じ
く
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
都
市
に
対
し
差
押
、
な
い
し
動
産
差
押
が
生
ず
る
か
も
し
れ
な
い
訴
訟
を
、
都
市
参
事
会
で
、
あ
る

い
は
都
市
参
事
会
以
外
で
起
こ
す
者
は
、―

―

そ
の
差
押
、
な
い
し
動
産
差
押
が
市
長
達
あ
る
い
は
都
市
参
事
会
に
知
ら
れ
る
場
合

―
―

都
市
参
事
会
の
多
数
部
分
が
開
廷
日
に
お
い
て
宣
告
す
る
こ
と
を
な
し
、
果
た
す
べ
き
で
あ
る
。〔
だ
が
〕
そ
の
者
が
そ
れ
に

従
わ
ず
、
抵
抗
す
る
場
合
、
彼
は
マ
イ
ン
ツ
を
四
半
年
間
去
り
、
且
つ
必
ず
そ
の
宣
告
を
遵
守
す
べ
き
で
あ
る
。

（
一
）　

都
市
の
「
公
的
」
財
産
を
訴
訟
か
ら
保
護
す
る
条
項
で
あ
る
。

（
二
）　

「
公
的
」
財
産
を
管
轄
す
る
権
限
は
、
依
然
と
し
て
、
都
市
参
事
会
に
留
保
さ
れ
て
い
る
。

〈
第
三
七
条
〉
〔
婦
女
掠
奪
〕(

Ｂ
第
一
八
条
、
Ｃ
第
一
八
条)

同
じ
く
、
既
婚
婦
人
あ
る
い
は
未
婚
婦
人
を
、
マ
イ
ン
ツ
内
で
あ
れ
マ
イ
ン
ツ
外
で
あ
れ
捕
ら
え
た
り
、
あ
る
い
は
誘
拐
し
た
り

す
る
、
マ
イ
ン
ツ
の
市
民
あ
る
い
は
マ
イ
ン
ツ
出
身
の
そ
の
他
の
者
は
誰
で
あ
れ
、
そ
の
者
及
び
そ
の
共
犯
者
は
マ
イ
ン
ツ
を
五
年

間
去
り
、
原
告
に
償
い
を
な
し
、
そ
し
て
、
都
市
参
事
会
の
多
数
部
分
が
言
い
渡
す
期
間
マ
イ
ン
ツ
の
外
に
留
ま
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
既
婚
婦
人
あ
る
い
は
未
婚
婦
人
が
有
し
て
い
る
財
産
、
あ
る
い
は
彼
女
に
遺
贈
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
財
産
の
す
べ
て
の
中

で
彼
女
自
身
の
も
の
、
さ
ら
に
彼
女
の
必
需
品
も
何
物
を
も
、
犯
人
に
与
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
既
婚
婦
人
あ
る
い

は
未
婚
婦
人
が
犯
人
の
許
で
死
去
し
た
場
合
、
財
産
は
彼
女
の
最
近
親
の
相
続
人
に
相
続
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
犯
人
や
、
ま
た

こ
の
者
が
死
去
し
た
場
合
、
彼
の
相
続
人
の
物
に
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
だ
が
、
既
婚
婦
人
あ
る
い
は
未
婚
婦
人
が
犯
人
の
死
後

に
マ
イ
ン
ツ
に
帰
還
し
て
自
ら
の
財
産
を
再
請
求
す
る
場
合
、
人
々
は
彼
女
に
彼
女
の
財
産
総
て
を
返
却
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、

当
該
犯
人
が
マ
イ
ン
ツ
〔
市
〕
あ
る
い
は
マ
イ
ン
ツ
城
伯
領
（g

rafsch
aft zu

 M
en

tze

）
に
何
ら
の
財
産
も
残
し
て
い
な
い
場
合



一
七
九

『マインツ市平和法典』（Ｄ）

に
は
、
こ
の
件
の
解
決
は
都
市
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
一
）　

依
然
と
し
て
、
挙
証
手
続
き
の
規
定
は
な
い
。

（
二
）　

婦
女
掠
奪
犯
に
は
、
市
外
追
放
刑
と
共
に
、
被
害
者
へ
の
賠
償
責
任
が
科
さ
れ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

（
三
）　

既
婚
、
未
婚
を
問
わ
ず
女
性
も―

―

そ
の
程
度
、
割
合
は
不
明
で
あ
る
が―

―

相
続
権
を
確
立
し
て
い
る
。
た
だ
、
女
性

の
財
産
は
「
彼
女
の
最
近
親
の
相
続
人
に
相
続
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
か
規
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
最
近
親
の
相
続

人
が
誰
で
あ
る
か
は
、『
平
和
法
典
』
か
ら
は
確
定
さ
れ
得
な
い
。

〈
第
三
八
条
〉
〔
待
ち
伏
せ
・
不
法
逮
捕
〕（
Ｂ
第
一
七
条
、
Ｃ
第
一
七
条)

　

同
じ
く
、
マ
イ
ン
ツ
に
お
い
て
保
護
さ
れ
滞
在
し
て
い
る
人
を
捕
ら
え
た
り
、
待
ち
伏
せ
た
り
、
あ
る
い
は
捕
ら
え
る
の
を
幇
助

す
る
、
マ
イ
ン
ツ
市
民
と
そ
の
幇
助
者
の
マ
イ
ン
ツ
市
民
は
、
マ
イ
ン
ツ
を
五
年
間
去
り
、
原
告
に
償
い
を
な
し
、
そ
し
て
、
都
市

参
事
会
の
多
数
部
分
が
こ
の
こ
と
に
関
し
言
い
渡
す
期
間
マ
イ
ン
ツ
の
外
に
留
ま
る
べ
き
で
あ
る
。

（
一
）　

〔
変
更
〕「
滞
在
し
」
が
付
加
さ
れ
、
属
地
主
義
が
一
層
、
進
展
し
て
い
る
。

（
二
）　

依
然
と
し
て
、
挙
証
手
続
き
の
規
定
は
な
い
。

（
三
）　

市
外
追
放
刑
と
共
に
、
被
害
者
へ
の
賠
償
責
任
が
科
さ
れ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

（
四
）　

正
犯
と
幇
助
犯
と
の
観
念
上
の
区
別
は
存
す
る
が
、
依
然
と
し
て
、
両
者
の
刑
罰
上
の
区
別
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。



一
八
〇

〈
第
三
九
条
〉
〔
主
人
権
＝
家
長
権
に
対
す
る
奉
公
人
の
違
法
行
為
〕

　

同
じ
く
、 

男
の
奉
公
人
（kn

ech
te

）
で
あ
ろ
う
と
女
の
奉
公
人
（m

eg
de

）
で
あ
ろ
う
と
奉
公
人
（g

esin
de

）
を
雇
っ
て
お
り
、

そ
の
男
女
の
奉
公
人
か
ら
自
ら
の
主
人
権
（h

ersch
aft

）
に
何
ら
か
の
害
を
加
え
ら
れ
た
り
、
言
葉
や
行
為
で
も
っ
て
自
ら
の
主

人
権
が
侮
辱
的
に
し
て
敖
慢
な
態
度
で
対
応
さ
れ
た
り
傷
つ
け
ら
れ
た
り
し
た
男
女
の
マ
イ
ン
ツ
市
民
は
誰
で
あ
れ
、
次
の
よ
う
な

場
合
で
あ
っ
て
も
、
つ
ま
り
、
自
ら
の
奉
公
人
に
よ
り
そ
の
よ
う
に
難
儀
を
受
け
て
い
る
当
該
の
男
女
の
市
民
が
怒
り
、
自
分
の
家

や
賃
貸
住
居
で―

―
男
女
の
奉
公
人
が
不
具
に
な
ら
な
い
程
度
に―

―

罰
し
た
り
殴
打
し
た
り
す
る
場
合
で
も
、
当
該
の
男
女
の
市

民
は
底
意
を
も
っ
て
そ
の
男
女
の
奉
公
人
に
違
法
行
為
を
働
い
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

（
一
）　

〔
新
条
項
〕
奉
公
人
に
対
す
る
家
長
権
の
一
定
の
容
認
と
制
限
を
明
示
す
る
条
項
で
あ
る
。
主
人
は
反
抗
的
な
男
女
の
奉

公
人
を
罰
し
た
り
殴
打
し
た
り
す
る
権
利
・
権
力
を
認
め
ら
れ
、
こ
れ
が„h

ersch
aft

“と
し
て
概
念
化
さ
れ
た
。
但
し
、
そ

れ
は
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
く
、
行
使
し
得
る
条
件
と
し
て
、
そ
の
場
が
主
人
の
家
で
あ
り
、
処
罰
が
奉
公
人
が
不
具
に
な

ら
な
い
程
度
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
二
）　

奉
公
人
に
対
す
る
家
長
権
が
、
名
望
家
に
限
ら
ず
、
主
人
た
る
一
般
市
民
に
も
及
ぼ
さ
れ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
本
条

項
は
市
民
の
「
家
」
の
成
立
要
件
の
一
つ
を
挙
げ
、
自
律
的
な
「
家
」
の
一
定
程
度
の
成
立
を
法
的
に
認
め
た
も
の
で
あ
る
。

〈
第
四
〇
条
〉
〔
市
長
許
可
な
し
の
、
危
害
目
的
の
市
内
で
の
剣
や
甲
冑
等
の
携
行
〕（
前
半
：
Ｂ
第
二
条
、
Ｃ
第
二
条
、
Ｓ
第

一
三
、三
〇
、三
一
条
。
後
半
：
例
、
国
王
ル
ー
ド
ル
フ
の
一
二
八
一
年
の
ラ
ン
ト
フ
リ
ー
デ
第
五
五
条
）

　

同
じ
く
、
在
任
中
の
市
長
達
の
許
可
と
同
意
な
し
に
は
、
市
外
者
で
あ
れ
当
市
住
民
で
あ
れ
、
何
人
も
マ
イ
ン
ツ
に
お
い
て
、
公



一
八
一

『マインツ市平和法典』（Ｄ）

然
と
内
密
を
問
わ
ず
、
昼
と
夜
を
問
わ
ず
、
長
剣
、
短
剣
、
仕
込
み
杖
、
両
刃
の
短
刀
、
甲
冑
や
そ
の
他
の
武
器
を
他
人
へ
の
危
害

を
目
的
と
し
て
携
行
し
て
は
な
ら
な
い
。
人
々
か
ら
こ
の
件
の
罪
を
負
わ
さ
れ
る
者
は
、
自
己
の
宣
誓
で
雪
冤
す
べ
き
か
、
さ
も
な

け
れ
ば
四
週
間
当
市
を
放
棄
し
た
こ
と
に
な
り
、
市
民
な
ら
ば
都
市
を
去
り
、
市
外
者
な
ら
ば
当
市
に
拘
禁
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
誰
か
あ
る
者
が
、
現
在
な
い
し
過
去
に
お
い
て
在
任
し
て
い
た
市
長
達
の
許
可
と
同
意
な
し
に
、
そ
の
よ
う
に
故
意
に

何
ら
か
の
武
器
な
い
し
武
具
を
携
行
す
る
場
合―

―

そ
れ
が
短
刀
、
長
剣
、
短
剣
、
甲
冑
等
、
ど
の
よ
う
な
名
称
で
あ
ろ
う
と―

―

、

市
長
は
全
員
で
、
あ
る
い
は
そ
の
幾
人
か
は
携
行
者
か
ら
上
記
の
武
器
や
武
具
を
取
り
上
げ
、
自
ら
の
許
に
留
め
置
く
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
に
対
し
、
そ
の
違
法
行
為
を
犯
し
た
者
は
怒
っ
た
り
、
抵
抗
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
一
）　

〔
変
更
〕
危
害
目
的
で
市
内
で
剣
や
甲
冑
等
を
携
行
す
る
こ
と
に
対
す
る
市
長
の
管
理
・
監
督
権
が
明
記
さ
れ
た
。
刑
期

も
確
定
さ
れ
た
。
以
下
、
第
四
五
条
ま
で
、
こ
の
種
の
違
法
行
為
が
ま
と
め
な
お
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）　

〔
変
更
〕
後
半
の
付
加
条
項
に
お
い
て
も
、
市
長
の
そ
の
権
限
が
一
層
、
明
確
化
さ
れ
た
。

（
三
）　

〔
変
更
〕
本
件
の
対
象
者
と
し
て
市
外
者
も
挙
示
さ
れ
、
そ
の
者
の
刑
罰
も
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
、
属
地
主
義
化

の
進
展
が
読
み
取
れ
る
。

（
四
）　

そ
の
一
方
で
、
市
長
の
許
可
が
あ
り
、
危
害
目
的
で
な
け
れ
ば
、
市
内
で
武
器
や
武
具
を
携
行
で
き
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
前
条
項
と
関
連
づ
け
る
と
、
市
民
、
市
外
者
の
武
器
に
よ
る
自
衛
権
を
再
び
高
め
る
措
置
が
、
ひ
い

て
は
市
民
の
「
家
」
の
一
定
の
自
律
性
を
認
め
る
措
置
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

〈
第
四
一
条
〉〔
市
内
で
の
短
剣
・
長
剣
等
の
武
器
の
、
危
害
目
的
の
抜
刀
や
他
人
威
嚇
〕（
Ｂ
第
二
九
条
、
Ｃ
第
二
九
条
、
Ｓ
第
四
条
）
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同
じ
く
、
短
刀
、
短
剣
、
長
剣
、
そ
の
他
の
大
小
の
武
器
を
さ
ら
に
他
人
へ
の
危
害
を
目
的
と
し
て
引
き
抜
い
た
り
、
ま
た
そ
れ

で
も
っ
て
違
法
に
も
他
人
を
脅
し
た
り
す
る
者
は
、
四
半
年
間
当
市
を
放
棄
し
た
こ
と
に
な
り
、
市
民
な
ら
ば
都
市
を
去
り
、
市
外

者
な
ら
ば
当
市
に
拘
禁
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
一
）　

〔
変
更
〕
本
件
の
対
象
者
と
し
て
市
外
者
も
挙
示
さ
れ
、
そ
の
者
の
刑
罰
も
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
、
属
地
主
義
化

の
進
展
が
読
み
取
れ
る
。

（
二
）　

依
然
と
し
て
、
挙
証
手
続
き
の
規
定
は
な
い
。

〈
第
四
二
条
〉
〔
家
の
名
誉
の
た
め
に
、
危
害
目
的
で
槍
・
矛
槍
・
棍
棒
等
の
武
器
を
携
行
〕

　

同
じ
く
、
我
々
の
市
民
な
い
し
マ
イ
ン
ツ
で
保
護
さ
れ
滞
在
し
て
い
る
共
住
者
が
、
自
ら
の
家
の
名
誉
の
た
め
に
、―

―

槍
、
矛

槍
、
鉄
を
打
ち
つ
け
ら
れ
た
棍
棒
や
、
あ
る
い
は
、
鉄
で
作
ら
れ
る
か
鉄
を
打
ち
つ
け
ら
れ
た
そ
の
他
の
ど
の
よ
う
な
武
器
で
あ
れ

―
―

そ
れ
ら
の
武
器
を
、
そ
れ
ら
に
は
鞘
が
付
い
て
い
な
い
た
め
、
敵
意
を
持
ち
不
法
に
も
携
行
し
て
、
誰
か
あ
る
者
に
損
害
な
い

し
危
害
を
負
わ
そ
う
と
す
る
場
合
、
ま
た
そ
れ
を
援
助
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
そ
う
し
た
事
を
な
し
た
当
該
者
が
誰
で
あ
れ
、
市
長

は
こ
の
件
を
知
ら
さ
れ
る
と
、
当
該
者
が
恰
も
長
剣
な
い
し
両
刃
の
つ
い
た
短
刀
を
鞘
か
ら
抜
い
た
か
の
ご
と
く
に
、
彼
ら
を
処
罰

す
べ
き
で
あ
る
。

（
一
）　

〔
新
条
項
〕
槍
、
矛
槍
、
鉄
を
打
ち
つ
け
ら
れ
た
棍
棒
等
は
、
抜
き
身
の
長
剣
、
短
刀
と
同
じ
扱
い
を
受
け
る
よ
う
に
な

り
、
そ
れ
ら
を
危
害
の
た
め
に
携
行
す
る
者
は
、
四
半
年
間
の
市
外
追
放
刑
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
家
の
名
誉
」
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が
目
的
で
あ
っ
て
も
、
防
衛
目
的
以
外
に
市
内
で
武
器
を
携
行
す
る
こ
と
は
不
法
で
あ
っ
た
。

（
二
）　

剣
以
外
に
槍
や
矛
槍
・
棍
棒
も
武
器
と
し
て
多
用
さ
れ
て
い
く
状
況
が
あ
っ
た
。

（
三
）　

挙
証
手
続
き
の
規
定
は
な
い
。

〈
第
四
三
条
〉
〔
戦
争
・
馬
上
槍
試
合
以
外
の
時
の
武
装
し
て
の
騎
乗
〕（
Ｂ
第
五
二
条
、
Ｃ
第
五
一
条
）

　

同
じ
く
、
戦
場
に
て
騎
乗
し
よ
う
と
す
る
場
合
を
除
き
、
あ
る
い
は
広
場
で
馬
上
槍
試
合
を
行
う
場
合
を
除
き
、
マ
イ
ン
ツ
の
何

人
も
長
剣
、
仕
込
み
杖
、
短
剣
、
半
円
形
の
補
強
金
具
付
き
楯
、
あ
る
い
は
他
の
武
器
を
身
に
付
け
て
騎
乗
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ

れ
に
違
反
す
る
者
は
、
人
々
か
ら
そ
の
件
に
つ
き
告
訴
さ
れ
る
時
に
は
、﹇
武
器
を
身
に
付
け
て
﹈
大
地
の
上
を
歩
行
し
た
場
合
と

同
じ
仕
方
で
贖
罪
す
べ
き
で
あ
る
。

（
一
）　

武
装
騎
乗
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
本
条
項
は
、
主
に
「
長
老
」
門
閥
に
関
わ
る
条
項
で
あ
る
。

（
二
）　

「
マ
イ
ン
ツ
の
何
人
も
」
と
書
か
れ
て
あ
り
、
市
外
の
貴
族
等
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。

〈
第
四
四
条
〉
〔
武
装
し
て
殴
り
合
い
・
騒
動
の
場
に
行
く
こ
と
〕（
Ｂ
第
三
五
条
、
Ｃ
第
三
四
条
、
Ｓ
第
九
条
）

　

同
じ
く
、
昼
夜
を
問
わ
ず
、
誰
か
あ
る
者
が
、
殴
り
合
い
、
あ
る
い
は
騒
乱
の
場
に
武
装
し
て
駆
け
つ
け
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

こ
の
件
に
関
し
彼
は
贖
罪
に
服
す
義
務
は
な
い
。
し
か
し
、
人
々
が
彼
を
そ
の
件
に
関
し
告
訴
す
る
場
合
に
は
、
彼
は
、
都
市
の
名

誉
の
た
め
に
、
な
い
し
都
市
の
福
祉
の
た
め
に
赴
い
た
こ
と
に
関
し
、
自
己
の
宣
誓
に
よ
り
雪
冤
す
べ
き
で
あ
る
。
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（
一
）　

「
都
市
の
名
誉
の
た
め
に
、
な
い
し
都
市
の
福
祉
の
た
め
に
（du
rch

 ere der stede odir du
rch

 des besten
 

w
illen

）
」、
つ
ま
り
都
市
の
公
益
の
た
め
に
武
装
す
る
こ
と
は
、
合
法
で
あ
っ
た
。

（
二
）　

挙
証
に
は
雪
冤
宣
誓
が
必
要
と
さ
れ
た
。

〈
第
四
五
条
〉
「
市
長
の
許
可
の
下
で
の
市
外
で
の
フ
ェ
ー
デ
」（
Ｂ
第
二
六
条
、
Ｃ
第
二
六
条
）

　

同
じ
く
、
マ
イ
ン
ツ
の
外
に
敵
が
お
り
、
そ
れ
故
に
短
刀
を
携
行
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
マ
イ
ン
ツ
市
民
は
誰
で
あ
れ
、
彼
の

フ
ェ
ー
デ
を
市
長
達
に
届
け
る
べ
き
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
市
長
達
は
〔
以
前
に
は
〕
知
ら
な
く
と
も
、
彼
ら
は
彼
の
敵
を
聞
き
知

る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
後
、
当
該
市
民
の
敵
が
い
る
限
り
、
短
刀
や
そ
の
他
の
武
器
を
身
に
付
け
る
こ
と
の
で
き
る
許
可
を
、
市
長

達
は
、
こ
の
市
民
、
彼
の
子
供
達
、
彼
支
給
の
食
物
を
食
べ
彼
支
給
の
衣
服
を
着
る
彼
の
従
者
に
対
し
、
与
え
て
も
よ
い
。
そ
し
て
、

こ
の
市
民
あ
る
い
は
彼
の
子
供
達
、
あ
る
い
は
彼
の
従
者
が
、
そ
の
間
、
マ
イ
ン
ツ
で
誰
か
あ
る
者
に
損
害
あ
る
い
は
危
害
を
及
ぼ

す
場
合
に
は
、
そ
の
違
法
行
為
を
犯
し
た
市
民
や
彼
の
子
供
達
、
あ
る
い
は
彼
の
従
者
は
、
彼
の
敵
と
の
フ
ェ
ー
デ
が
終
わ
る
と
、

そ
れ
に
つ
い
て
本
法
典
で
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
贖
罪
す
べ
き
で
あ
る
。

（
一
）　

依
然
と
し
て
、
市
長
の
許
可
が
あ
れ
ば
、
市
民
は
子
供
や
従
者
を
引
き
連
れ
て
市
外
で
フ
ェ
ー
デ
を
行
な
う
こ
と
は
認
可

さ
れ
て
い
た
。

（
二
）　

但
し
、
フ
ェ
ー
デ
が
市
内
で
誰
か
に
損
害
・
危
害
を
及
ぼ
す
と
、
そ
れ
は
違
法
行
為
（frev

el

）
と
し
て
見
な
さ
れ
、『
平

和
法
典
』
に
よ
り
処
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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〈
第
四
六
条
〉
〔
市
長
・
助
役
の
平
和
遵
守
命
令
の
拒
否
〕（
Ｂ
第
七
七
条
、
Ｃ
第
七
五
条
、
Ｓ
第
四
二
、四
三
条
）

同
じ
く
、
市
長
達
あ
る
い
は
都
市
助
役
（der stede ju

n
g
h
erren

）
に
よ
り
平
和
遵
守
を
命
ぜ
ら
れ
た
者
が
、
行
為
で
も
っ
て

そ
の
平
和
を
破
る
場
合
、
そ
の
者
は
マ
イ
ン
ツ
を
二
年
間
去
る
べ
き
で
あ
る
。
言
葉
で
も
っ
て
そ
れ
を
破
る
場
合
、
そ
の
者
は
マ
イ

ン
ツ
を
半
年
間
去
る
べ
き
で
あ
る
。
但
し
、
男
性
は
マ
イ
ン
ツ
を
去
る
べ
き
で
あ
る
が
、
女
性
は
彼
女
の
マ
イ
ン
ツ
内
に
留
ま
る
べ

き
か
、
あ
る
い
は
彼
女
が
希
望
す
る
時
に
は
、
去
る
べ
き
で
あ
る
。

（
一
）　

〔
変
更
〕
以
下
、
第
五
〇
条
ま
で
、
市
長
・
助
役
か
ら
の
平
和
遵
守
命
令
に
対
す
る
違
反
行
為
が
ま
と
め
な
お
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）　

〔
変
更
〕
都
市
助
役
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。

〈
第
四
七
条
〉
〔
犯
人
の
市
長
・
助
役
平
和
〔
＝
自
宅
拘
禁
〕
命
令
の
拒
否
〕（
Ｂ
第
六
一
条
、
Ｃ
第
五
八
条
）

同
じ
く
、
マ
イ
ン
ツ
に
居
住
し
、
前
述
さ
れ
た
違
法
行
為
の
う
ち
一
つ
な
い
し
そ
れ
以
上
の
行
為
を
実
際
に
犯
す
か
、
あ
る
い
は

犯
そ
う
と
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
者
は
、―

―
市
長
に
よ
り
全
員
で
な
い
し
個
別
に
、
あ
る
い
は
一
名
な
い
し
複
数
の
都
市
助
役
に

よ
り
捜
索
さ
れ
る
時―

―

自
ら
住
ん
で
い
る
当
該
違
法
行
為
者
の
家
あ
る
い
は
屋
敷
の
中
に
隠
れ
、
姿
を
現
わ
そ
う
と
し
な
い
場
合

に
は
、
市
長
は
全
員
で
な
い
し
個
別
に
、
あ
る
い
は
都
市
助
役
は
全
員
で
な
い
し
個
別
に
平
和
を
一
般
に
告
知
し
命
令
す
べ
き
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
当
該
違
法
行
為
者
が
こ
の
平
和
を
攪
乱
す
る
な
ら
ば
、
市
長
あ
る
い
は
都
市
助
役
が
彼
に
命
令
し
た
の
と

同
じ
あ
り
方
で
、
そ
の
違
法
行
為
を
、
違
法
行
為
の
内
容
に
従
っ
て
贖
罪
す
べ
き
で
あ
る
。

（
一
）　

〔
変
更
〕
都
市
助
役
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。



一
八
六

（
二
）　

市
長
は
、『
平
和
法
典
』
中
の
違
法
行
為
を
現
実
に
犯
す
か
、
将
来
犯
す
で
あ
ろ
う
者
に
対
し
自
宅
拘
禁
を
命
じ
る
こ
と

が
で
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
市
長
は
犯
人
の
家
で
す
ら
自
由
に
入
る
こ
と
は
で
き
ず
、「
平
和
〔
＝
自
宅
拘
禁
〕
を

告
知
し
命
令
す
」
る
に
止
ま
る
ほ
ど
に
、
市
民
・
住
民
の
「
家
平
和
」
は
強
固
で
あ
り
続
け
た
。

〈
第
四
八
条
〉
〔
同
上
〕(

Ｂ
第
五
条
、
Ｃ
第
五
条)

同
じ
く
、
マ
イ
ン
ツ
の
誰
か
あ
る
者
が
、
市
長
達
に
よ
り
彼
が
い
る
と
こ
ろ
を
発
見
さ
れ
た
彼
の
家
屋
敷
（h

u
s, h

ou
e

）
あ
る

い
は
路
地
の
中
か
ら
、
市
長
達
の
命
令
に
反
し
て
、
逃
げ
出
し
て
平
和
を
攪
乱
す
る
と
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
た
場
合
、
彼
及
び
、
平

和
を
攪
乱
し
た
彼
の
共
犯
者
（m

idev
olg

er)

は
、
マ
イ
ン
ツ
を
二
年
間
去
る
べ
き
で
あ
る
。

（
一
）　

こ
の
件
に
つ
い
て
は
共
犯
者
は
正
犯
と
同
等
の
罰
を
受
け
る
。

〈
第
四
九
条
〉
〔
被
害
者
・
そ
の
親
族
に
よ
る
市
長
平
和
命
令
の
拒
否
〕（
Ｃ
第
四
条
、
Ｆ
第
二
条
）

同
じ
く
、
危
害
を
受
け
た
り
苦
し
め
ら
れ
た
り
し
た
誰
か
あ
る
者
、
あ
る
い
は
、
親
族
（fru

n
d

）
が
苦
し
め
ら
れ
た
り
危
害
を

受
け
た
り
し
た
誰
か
あ
る
者
が
、
市
長
全
員
あ
る
い
は
個
々
の
市
長
か
ら
平
和
を
命
じ
ら
れ
た
に
せ
よ
、
そ
の
平
和
を
誠
実
を
も
っ

て
堅
約
し
な
い
場
合
に
は
、
マ
イ
ン
ツ
を
一
年
間
去
る
べ
き
で
あ
る
。
当
該
者
が
複
数
な
い
し
単
数
の
市
長
の
命
令
に
も
拘
ら
ず
行

為
で
も
っ
て
そ
の
平
和
を
攪
乱
す
る
こ
と
が
あ
る
と
、
そ
の
者
と
そ
の
他
の
者
達
は
二
倍
の
贖
罪
を
な
す
べ
き
で
あ
る
。

（
一
）　

〔
変
更
〕「
二
名
の
市
長
」
が
「
市
長
全
員
」
に
、「
一
名
の
市
長
」
が
「
個
々
の
市
長
」
に
変
更
さ
れ
た
。
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（
二
）　

編
者
モ
ネ
は
本
条
項
が
Ｃ
〔
＝
『
マ
イ
ン
ツ
平
和
法
典
』（
一
三
五
二
年
）
〕
の
第
四
条
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
を
見
落

と
し
て
い
る
。

〈
第
五
〇
条
〉
〔
市
長
・
助
役
の
平
和
堅
約
命
令
の
拒
否
〕

同
じ
く
、
市
長
な
い
し
四
名
の
助
役
が
全
員
で
な
い
し
個
別
に
あ
る
者
に
対
し
、
平
和
を
堅
約
す
る
こ
と
を
命
じ
た
が
、
そ
の
者

が
平
和
を
堅
約
し
よ
う
と
し
な
い
場
合
、
市
長
達
は
都
市
参
事
会
の
好
意
を
信
頼
し
て
、
そ
の
者
を
市
塔
に
拘
禁
す
べ
き
で
あ
る
。

（
一
）　

〔
新
条
項
〕
編
者
モ
ネ
は
本
条
項
を
Ｃ
〔
＝
『
マ
イ
ン
ツ
平
和
法
典
』（
一
三
五
二
年
）
〕
の
第
四
条
に
由
来
し
合
致
す
る

と
見
な
し
て
い
る
が
、
こ
の
Ｃ
の
第
四
条
に
由
来
し
て
い
る
の
は
前
条
項
第
四
九
条
で
あ
る
。
本
条
項
は
、
犯
人
な
い
し
将

来
犯
行
を
犯
す
で
あ
ろ
う
者
に
対
す
る
平
和
堅
約
命
令
で
は
な
く
、
市
民
な
ど
に
対
す
る
平
和
堅
約
命
令
一
般
が
拒
否
さ
れ

た
場
合
の
条
項
で
あ
る
。

（
二
）　

市
搭
拘
禁
期
間
は
都
市
参
事
会
の
決
定
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

〈
第
五
一
条
〉
〔
都
市
参
事
会
員
に
よ
る
、
都
市
の
自
由
・
名
誉
に
反
す
る
財
産
・
レ
ー
エ
ン
の
受
け
取
り
〕（
Ｂ
第
六
六
条
、
Ｃ
第

六
三
条
）

同
じ
く
、
都
市
参
事
会
の
如
何
な
る
者
も
、
都
市
の
自
由
な
い
し
栄
誉
に
反
す
る
で
あ
ろ
う
財
産
な
い
し
レ
ー
エ
ン
を
何
人
か
ら

も
受
け
取
る
べ
き
で
は
な
い
。
こ
れ
に
違
反
す
る
者
は
、
決
し
て
都
市
参
事
会
に
出
席
す
べ
き
で
は
な
い
。
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（
一
）　

〔
変
更
〕
以
下
、
第
六
五
条
ま
で
、
対
外
的
違
法
行
為
が
ま
と
め
な
お
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）　

都
市
参
事
会
員
に
よ
る
収
賄
が
第
一
に
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
彼
ら
の
職
責
の
重
さ
、
地
位
の
高
さ
が
示
さ
れ
て
い
る
。

〈
第
五
二
条
〉 
〔
市
長
許
可
な
し
の
、
帝
国
か
ら
の
受
財
・
受
封
〕（
Ｃ
第
一
〇
三
条
）

同
じ
く
、
帝
国
が
〔
皇
帝
の
〕
逝
去
に
よ
り
現
在
な
い
し
今
後
空
位
に
な
る
場
合
、
一
致
し
た
〔
皇
帝
が
即
位
す
る
〕
帝
国
が
成

立
す
る
ま
で
の
間
、
都
市
参
事
会
員
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
マ
イ
ン
ツ
市
民
は―

―

富
め
る
者
も
貧
し
き
者
も―

―

、
底
意
を

も
っ
て
帝
国
か
ら
財
な
い
し
用
益
物―

―

そ
れ
が
自
由
世
襲
借
地
で
あ
ろ
う
と
レ
ー
エ
ン
で
あ
ろ
う
と―

―

を
、
ま
た
、
報
酬
の
約

束
や
期
待
を
受
け
取
る
べ
き
で
は
な
い
し
、
ま
た
、
次
の
物
を
も
受
け
取
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
の
物
と
は
、
彼
自
身
に
と
っ
て
、

あ
る
い
は
彼
の
家
族
で
あ
る
妻
な
い
し
子
供
に
と
っ
て
役
に
立
つ
で
あ
ろ
う
物
、
あ
る
い
は
彼
の
親
族
に
対
し
て
利
益
で
あ
る
か
利

益
に
な
る
で
あ
ろ
う
物
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
致
し
た
〔
皇
帝
が
即
位
す
る
〕
帝
国
が
成
立
す
る
に
せ
よ
、
我
々
の
市
民
は

何
人
も
、
上
述
さ
れ
た
の
と
全
く
同
じ
よ
う
に
、
帝
国
か
ら
如
何
な
る
財
を
も
受
け
取
る
べ
き
で
は
な
い
。
但
し
、
当
該
市
民
が
在

任
中
の
市
長
達
に
申
し
出
、
彼
ら
四
名
が
全
て
あ
る
い
は
そ
の
中
の
多
数
部
分
が
そ
れ
を
許
可
し
た
時
は
除
く
。
そ
の
際
、
当
該
市

長
達
は
、
誰
か
あ
る
者
に
そ
の
許
可
を
与
え
る
前
に
、
こ
の
件
に
つ
き
都
市
参
事
会
に
お
い
て
決
着
を
つ
け
る
べ
き
で
あ
る
。
他
方

ま
た
、
都
市
に
底
意
を
も
っ
て
損
害
な
い
し
不
名
誉
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
得
な
い
と
判
断
し
た
時
に
は
、
市
長
達
と
都
市

参
事
会
の
多
数
部
分
と
は
、
帝
国
か
ら
〔
財
を
〕
受
け
取
っ
て
も
よ
い
と
い
う
許
可
を
与
え
る
べ
き
で
あ
る
。
だ
が
、
上
で
言
及
し

た
の
と
は
異
な
り
、
誰
か
あ
る
者
が
許
可
な
く
何
か
あ
る
物
を
受
け
取
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
た
場
合
、
そ
の
者
は
受
け
取
っ
た
物

と
同
量
の
も
の
を
、
都
市
参
事
会
と
都
市
に
差
し
出
す
べ
き
で
あ
る
。
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（
一
）　

〔
変
更
〕
従
来
の
二
年
間
の
市
外
追
放
刑
（
Ｃ
第
一
〇
六
条
。
こ
の
条
項
自
体
は
Ｄ
に
お
い
て
は
削
除
。）
に
代
わ
り
、
贖

罪
内
容
が
新
た
に
定
め
ら
れ
た
。
刑
罰
と
い
う
よ
り
も
損
害
賠
償
と
し
て
の
性
格
が
強
く
、
被
告
の
負
担
は
軽
い
。

（
二
）　

市
長
お
よ
び
都
市
参
事
会
は
、
市
民
が
自
分
の
意
思
だ
け
で
帝
国
と
直
接
的
な
物
的
関
係
を
結
ぶ
こ
と
を
禁
じ
て
お
り
、

都
市
を
代
表
す
る
地
位
の
維
持
に
努
め
て
い
る
。
こ
れ
が
原
則
で
あ
る
。
但
し
、
都
市
に
不
利
益
と
な
ら
な
い
場
合
は
、
市

長
お
よ
び
都
市
参
事
会
は
市
民
と
帝
国
と
の
物
的
関
係
を
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

〈
第
五
三
条
〉
〔
市
長
許
可
な
し
の
、
司
教
管
区
か
ら
の
受
財
・
受
封
〕（
Ｃ
第
一
〇
四
条
）

同
じ
く
、
司
教
管
区
が
空
位
に
な
り
、
一
致
し
た
司
教
の
も
の
で
は
な
く
な
っ
た
場
合
、
し
た
が
っ
て
、
都
市
と
ラ
ン
ト
が
一
名

の
一
致
し
た
司
教
を
持
た
な
い
場
合
、
如
何
な
る
市
民
も
司
教
管
区
か
ら
、
ま
た
そ
れ
に
属
す
る
人
物
か
ら
、
人
々
が
考
え
付
き
挙

示
す
る
こ
と
の
で
き
る
用
益
物
、
あ
る
い
は
財
や
贈
与
物
も
、
教
会
関
係
で
あ
れ
世
俗
関
係
で
あ
れ
、―

―

先
の
前
条
で
記
述
さ
れ

た
の
と
全
く
同
じ
形
態
、
あ
り
方
で―

―
受
け
取
っ
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
一
名
の
一
致
し
た
司
教
が
生
ま
れ
る
に
せ
よ
、
し

た
が
っ
て
都
市
と
ラ
ン
ト
が
一
名
の
一
致
し
た
司
教
を
有
す
る
場
合
で
あ
れ
、
如
何
な
る
市
民
も
、
司
教
管
区
な
い
し
そ
れ
に
属
す

る
人
々
か
ら
財
を
、
教
会
関
係
で
あ
れ
世
俗
関
係
で
あ
れ
、
受
け
取
る
べ
き
で
は
な
い
。
但
し
、
当
該
市
民
が
在
任
中
の
市
長
達
に

申
し
出
、
彼
ら
四
名
が
全
て
あ
る
い
は
そ
の
中
の
多
数
部
分
が
そ
れ
を
許
可
し
た
時
は
除
く
。
そ
の
際
、
当
該
市
長
達
は
、
誰
か
あ

る
者
に
そ
の
許
可
を
与
え
る
前
に
、
こ
の
件
に
つ
き
都
市
参
事
会
に
お
い
て
決
着
を
つ
け
る
べ
き
で
あ
る
。
だ
が
、
上
で
言
及
し
た

の
と
は
異
な
り
、
誰
か
あ
る
者
が
許
可
な
く
何
か
あ
る
物
を
受
け
取
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
た
場
合
、
そ
の
者
は
受
け
取
っ
た
物
と

同
量
の
も
の
を
、
都
市
参
事
会
と
都
市
に
差
し
出
す
べ
き
で
あ
る
。
他
方
ま
た
、
そ
の
者
が
都
市
に
底
意
を
も
っ
て
損
害
な
い
し
不

名
誉
を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
り
得
な
い
と
判
断
し
た
時
に
は
、
市
長
達
と
都
市
参
事
会
の
多
数
部
分
と
は
、
司
教
管
区
か
ら
〔
財
を
〕
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受
け
取
っ
て
も
よ
い
と
い
う
許
可
を
与
え
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
レ
ー
エ
ン
や
官
職
を
以
前
に
司
教
管
区
か
ら
保
有
し
て
有
し

て
い
た
市
民
や
世
俗
役
人
は
例
外
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
、
や
む
を
得
な
い
場
合
、
彼
ら
は
、
司
教
か
ら
新
た
に
確
認
さ
れ
る
と
、

当
該
物
で
あ
る
彼
ら
の
レ
ー
エ
ン
や
官
職
を
さ
ら
に
司
教
か
ら
保
持
す
る
〔
こ
と
が
で
き
る
〕。

（
一
）　

〔
変
更
〕
司
教
管
区
に
付
さ
れ
て
い
た
マ
イ
ン
ツ
が
削
除
さ
れ
、
対
象
が
一
般
化
さ
れ
た
。

（
二
）　

〔
変
更
〕
従
来
の
二
年
間
の
市
外
追
放
刑
（
Ｃ
第
一
〇
六
条
。
こ
の
条
項
自
体
は
Ｄ
に
お
い
て
は
削
除
。）
に
代
わ
り
、
贖

罪
内
容
が
新
た
に
定
め
ら
れ
た
。
刑
罰
と
い
う
よ
り
も
損
害
賠
償
と
し
て
の
性
格
が
強
く
、
被
告
の
負
担
は
軽
い
。

（
三
）　

市
長
お
よ
び
都
市
参
事
会
は
、
市
民
が
自
分
の
意
思
だ
け
で
司
教
管
区
と
直
接
的
な
物
的
関
係
を
結
ぶ
こ
と
を
禁
じ
て
お

り
、
都
市
を
代
表
す
る
地
位
の
維
持
に
努
め
て
い
る
。
こ
れ
が
原
則
で
あ
る
。
但
し
、
都
市
に
不
利
益
と
な
ら
な
い
場
合
は
、

市
長
お
よ
び
都
市
参
事
会
は
市
民
と
司
教
管
区
と
の
物
的
関
係
を
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
特
に
、
既
に
司
教
の
封
臣
や

世
俗
役
人
で
あ
る
者
は
例
外
と
さ
れ
、
具
体
的
に
は
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
と
「
長
老
」
門
閥
と
の
、
レ
ー
エ
ン
や
官
職
を
通
じ

て
の
関
係
は
温
存
さ
れ
て
い
る
。

〈
第
五
四
条
〉 

〔
都
市
・
住
民
を
害
す
る
た
め
の
市
外
者
呼
び
い
れ
〕（
Ｂ
第
一
条
、
Ｃ
第
一
条
）

同
じ
く
、
マ
イ
ン
ツ
市
民
は
何
人
も
市
外
者
を
マ
イ
ン
ツ
市
に
呼
び
入
れ
て
、
都
市
を
、
あ
る
い
は
マ
イ
ン
ツ
に
い
る
誰
か
あ
る

者
を
侮
辱
し
た
り
、
そ
れ
ら
に
害
を
及
ぼ
し
た
り
す
る
よ
う
要
求
し
て
は
な
ら
な
い
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
目
的
で
都
市
に
入
る
こ

と
を
要
求
さ
れ
た
者
の
平
和
を
、
何
人
も
攪
乱
す
る
〔
＝
剥
奪
す
る
〕
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
後
、
市
長
達
が
こ
の
件
を
聞
き
知
っ

た
場
合
、
彼
ら
は
そ
の
者
を
告
訴
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
市
外
者
を
市
内
に
入
る
よ
う
要
求
し
た
市
民
は
、
有
罪
が
立
証
さ
れ
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る
と
、
市
長
達
が
彼
に
命
じ
た
時
か
ら
八
日
以
内
に
贖
罪
の
た
め
に
一
年
間
マ
イ
ン
ツ
を
去
る
べ
き
で
あ
る
。
有
罪
が
立
証
さ
れ
な

け
れ
ば
、
そ
の
者
は
自
己
の
宣
誓
で
雪
冤
す
べ
き
で
あ
る
。
彼
が
宣
誓
し
な
か
っ
た
り
、
八
日
以
内
に
都
市
を
去
ら
な
か
っ
た
り
す

る
こ
と
が
さ
ら
に
起
き
る
場
合
に
は
、
市
長
達
の
命
令
に
従
っ
て
、
彼
は
二
年
間
マ
イ
ン
ツ
を
去
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
彼
が

マ
イ
ン
ツ
を
去
ら
な
い
場
合
に
は
、
市
長
達
は
自
ら
を
支
援
す
る
よ
う
都
市
参
事
会
に
要
請
し
、
そ
の
後
、
都
市
参
事
会
の
支
援
に

よ
り
当
該
市
民
を
逮
捕
し
、
一
ヶ
月
間
都
市
牢
獄
に
拘
禁
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
後
、
当
該
市
民
は
、
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
都

市
を
去
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
彼
が
都
市
を
去
ら
な
い
場
合
に
は
、
人
々
は
彼
を
、
都
市
参
事
会
が
望
む
期
間
だ
け
牢
獄

に
拘
禁
す
べ
き
で
あ
る
。

（
一
）　

〔
変
更
点
〕
傍
線
部
が
付
加
さ
れ
、
被
告
の
雪
冤
宣
誓
が
な
さ
れ
得
る
条
件
が
明
記
さ
れ
た
。

〈
第
五
五
条
〉
〔
市
長
命
令
・
許
可
な
し
の
武
装
し
て
の
市
外
者
援
助
〕（
Ｂ
第
九
条
、
Ｃ
第
九
条
）

同
じ
く
、
市
長
全
員
な
い
し
そ
の
多
数
部
分
の
許
可
あ
る
い
は
命
令
が
な
い
限
り
、
マ
イ
ン
ツ
市
民
は
何
人
も
武
器
を
つ
け
、
あ

る
い
は
武
装
し
た
者
達
を
連
れ
て
市
外
者
を
助
け
に
行
っ
た
り
、
ま
た
助
け
た
り
す
べ
き
で
は
な
い―

―

そ
し
て
ま
た
、
市
長
の
許

可
や
命
令
は
市
長
の
底
意
な
く
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
違
反
す
る
者
は
、
有
罪
が
立
証
さ
れ
る
と
、
マ
イ
ン
ツ
を
一
年
間

去
り
、
そ
の
後
、
都
市
参
事
会
員
の
多
数
部
分
が
彼
に
命
令
し
た
と
お
り
に
贖
罪
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
農
村
に
あ
る

自
己
の
財
産
を
配
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
マ
イ
ン
ツ
の
市
民
は
、
自
分
の
考
え
ど
お
り
に
、
底
意
と
悪
意
な
く
武
器
を
つ
け
て
馬
な
ど

に
乗
り
〔
市
外
に
〕
赴
い
て
も
よ
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
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（
一
）　

〔
変
更
〕「
市
長
両
名
」
と
な
っ
て
い
た
が
、
傍
線
部
の
よ
う
に
「
市
長
全
員
な
い
し
そ
の
多
数
部
分
」
と
変
更
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
市
長
数
が
二
名
か
ら
四
名
に
変
化
し
た
こ
と
と
対
応
し
、
か
つ
、
市
長
決
定
に
お
い
て
も
多
数
決
制
が
採
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
二
）　

市
外
者
援
助
目
的
の
武
装
（
戦
争
行
為
）
は
禁
止
さ
れ
続
け
て
い
る
が
、
農
村
に
財
産
（
特
に
所
領
）
を
有
す
る
「
長
老
」

門
閥
は
、
依
然
と
し
て
、
財
産
管
理
の
た
め
に
武
装
し
て
市
外
に
赴
く
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

〈
第
五
六
条
〉
（
Ｂ
第
四
一
条
、
Ｃ
第
四
〇
条
）

同
じ
く
、
前
述
の
贖
罪
そ
れ
自
体
、
な
い
し
そ
の
二
倍
以
上
を
な
す
べ
き
で
あ
り
な
が
ら
、
な
さ
ず
、
な
お
も
市
内
に
止
ま
り
、

出
て
行
か
な
い
我
ら
の
市
民
は
す
べ
て
、
市
長
達
に
よ
り
逮
捕
さ
れ
、
都
市
参
事
会
の
多
数
部
分
が
言
い
渡
す
期
間
、
都
市
牢
獄
に

拘
禁
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
一
）　

〔
変
更
〕
傍
線
部
が
付
加
さ
れ
た
。
市
長
、
都
市
参
事
会
支
配
の
強
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

（
二
）　

但
し
、
こ
う
し
た
条
項
が
あ
る
こ
と
は
、
市
長
、
都
市
参
事
会
の
判
決
に
従
わ
な
い
者
が
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

〈
第
五
七
条
〉
〔
被
追
放
者
の
隠
匿
〕（
Ｂ
第
二
三
条
、
Ｃ
第
二
三
条
）

前
述
の
違
法
行
為
、
殺
害
、
家
宅
侵
入
、
あ
る
い
は
、
流
血
事
件
、
髪
の
引
っ
張
り
、
あ
る
い
は
殴
打
を
な
し
た
こ
と
の
あ
る
マ

イ
ン
ツ
市
民
、
あ
る
い
は
我
々
と
共
に
平
和
の
中
に
い
る
者
が
誰
で
あ
れ
、
こ
れ
ら
の
者
が
本
法
典
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
如

く
に
、
都
市
へ
の
贖
罪
と
し
て
〔
マ
イ
ン
ツ
を
〕
去
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
間
に
、
こ
れ
ら
違
法
行
為
者
を―

―

そ
れ
ら
の
者
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が
男
性
で
あ
れ
女
性
で
あ
れ―

―

自
ら
の
住
居
で
か
く
ま
う
者
が
い
る
時
、
こ
の
者
は
、
人
々
か
ら
こ
の
件
の
罪
を
負
わ
さ
れ
る
場

合
、
自
己
の
宣
誓
で
雪
冤
す
べ
き
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
前
述
の
違
法
行
為
者
の
場
合
と
同
様
の
仕
方
で
、
犯
行
に
応
じ
て
マ
イ
ン

ツ
を
去
り
、
二
倍
の
贖
罪
を
負
う
べ
き
で
あ
る
。

（
一
）　

〔
変
更
〕
違
法
行
為
者
に
お
い
て
、
寡
婦
（w

idw
e

）
が
女
性
（frau

w
e

）
一
般
に
替
え
ら
れ
た
。

（
二
）　

〔
変
更
〕「
市
民
、
寡
婦
、
な
い
し
我
々
と
共
に
平
和
の
中
に
い
る
者
」
が
「
こ
の
者
」
に
替
え
ら
れ
た
。

（
三
）　

被
追
放
者
を
隠
匿
し
た
者
は
、
依
然
と
し
て
被
追
放
者
よ
り
も
重
く
処
罰
さ
れ
て
い
る
。

〈
第
五
八
条
〉
〔
追
放
中
の
奉
公
人
の
雇
用
禁
止
〕

同
じ
く
、
マ
イ
ン
ツ
で
保
護
さ
れ
滞
在
し
て
い
て
、
奉
公
人
（kn

ech
t u

n
d g

esin
de

）
を
雇
っ
て
い
る
者
全
て
に
あ
っ
て
は
、

―
―

そ
の
奉
公
人
の
一
人
な
い
し
そ
れ
以
上
の
者
が
違
法
行
為
を
犯
し
、
そ
の
た
め
に
市
長
の
面
前
で
過
失
を
償
い
、
都
市
へ
の
贖

罪
の
た
め
に
都
市
を
去
る
べ
き
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
者
が
贖
罪
を
終
え
て
帰
市
す
る
以
前
に―

―

当
該
者
つ
ま
り
自
ら

の
奉
公
人
の
一
人
な
い
し
そ
れ
以
上
の
者
に
宿
所
を
提
供
す
る
か
雇
う
場
合
、
あ
る
い
は
、
彼
ら
の
一
人
な
い
し
そ
れ
以
上
の
者
を

市
内
な
い
し
罰
令
圏
内
に
お
い
て
何
か
仕
事
に
就
け
て
や
る
場
合
、
そ
う
し
た
者
は
誰
で
あ
れ
、―

―

当
該
者
つ
ま
り
彼
の
奉
公
人

が
市
長
の
面
前
で
贖
罪
し
過
失
を
償
っ
た
の
と
同
量
で―

―

贖
罪
し
過
失
を
償
う
べ
き
で
あ
る
。

（
一
）　

〔
新
条
項
〕
奉
公
人
を
服
属
さ
せ
る
「
家
」
の
形
成
を
示
す
条
項
で
あ
る
。

（
二
）　

し
か
し
、
家
長
権
は
参
事
会
権
力
を
凌
駕
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
本
条
項
は
「
家
」
の
独
立
性
に
対
し
制
約
を
課
し
て
い
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る
。

〈
第
五
九
条
〉
〔
市
長
裁
判
権
の
独
立
性
〕（
Ｂ
第
三
九
条
、
Ｃ
第
三
八
条
、
Ｓ
第
六
二
条
）

同
じ
く
、
損
害
を
受
け
た
り
、
あ
る
い
は
髪
を
引
っ
張
ら
れ
た
り
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
被
害
を
受
け
た
り
し
た
市
民
は
誰
で
あ

れ
、
そ
の
者
や
そ
の
親
族
は
そ
の
月
の
内
に
市
長
達
に
告
訴
す
べ
き
で
あ
り
、
あ
る
者
が
損
害
あ
る
い
は
危
害
を
受
け
た
月
の
内
に

市
長
達
の
面
前
に
提
起
さ
れ
た
件
は
、
彼
ら
が
こ
れ
を
裁
く
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
者
が
期
限
に
遅
れ
る
な
ら
ば
、
何
人
も
彼
の
た
め

に
裁
く
べ
き
で
は
な
い
。
但
し
、
誰
か
あ
る
者
が
そ
の
よ
う
に
し
て
死
亡
し
た
場
合
は
除
く
。
こ
れ
に
よ
り
、
古
来
よ
り
受
け
継
が

れ
て
い
る
如
く
、
こ
の
こ
と
は
維
持
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
一
）　

〔
変
更
〕「
傷
害
」
か
ら
「
そ
の
他
の
被
害
」
へ
と
変
更
さ
れ
た
。
ま
た
、「
親
族
」
が
付
加
さ
れ
た
。

（
二
）　

〔
変
更
〕「
但
し
書
き
」
が
追
加
さ
れ
て
死
亡
事
件
は
例
外
と
さ
れ
、
翌
月
に
告
訴
し
て
も
構
わ
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
は
市

長
の
管
轄
権
の
拡
大
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

（
三
）　

市
長
の
裁
判
権
を
保
障
す
る
条
項
で
あ
り
、
依
然
と
し
て
月
番
制
が
採
ら
れ
て
い
る
。

（
四
）　

依
然
と
し
て
、「
私
訴
主
義
」
が
採
ら
れ
、
職
権
訴
追
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

〈
第
六
〇
条
〉
〔
世
俗
債
務
等
の
訴
訟
に
関
す
る
市
長
の
市
外
訴
追
禁
止
命
令
の
拒
否
〕（
Ｂ
第
二
〇
条
、
Ｃ
第
二
〇
条
、
Ｗ
第
八
条
）

同
じ
く
、
他
の
裁
判
管
轄
下
に
あ
る
遺
贈
さ
れ
た
所
有
物
な
い
し
自
由
世
襲
借
地
を
除
き
、
債
務
な
い
し
そ
の
他
の
事
件
に
関
し

て
、
他
の
男
女
の
市
民
を
告
訴
す
べ
き
で
あ
ろ
う
、
あ
る
い
は
、
都
市
に
対
し
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
っ
た
共
住
者
を
告
訴
す
べ
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き
で
あ
ろ
う
マ
イ
ン
ツ
市
の
男
女
の
市
民
や
、
あ
る
い
は
、
都
市
に
対
し
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
る
共
住
者
は
誰
で
あ
れ
、
彼
ら
の

如
何
な
る
者
も
、
当
該
の
件
に
つ
い
て
は
、
都
市
の
伝
統
と
慣
習
に
従
い
、
マ
イ
ン
ツ
市
に
お
い
て
教
会
裁
判
所
な
い
し
世
俗
裁
判

所
に
よ
り
、
あ
る
い
は
、
当
市
の
都
市
参
事
会
の
許
で
、
相
手
側
と
解
決
を
な
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
の
他
の
と
こ
ろ
で
な
す
べ
き

で
は
な
い
。
こ
れ
に
反
し
、
財
産
に
関
し
て
他
人
を
市
外
で
告
訴
す
る
者
、
あ
る
い
は
、
市
外
の
他
の
裁
判
所
の
い
ず
れ
か
に
要
求

し
た
り
出
頭
さ
せ
た
り
す
る
者
、
あ
る
い
は
、
上
述
の
事
件
に
専
念
す
る
た
め
に
自
ら
の
市
民
権
を
放
棄
す
る
者
は
、
市
長
命
令
に

従
っ
て
直
ち
に
そ
う
し
た
こ
と
を
取
り
や
め
る
べ
き
で
あ
る―

―

但
し
、
各
人
が
マ
イ
ン
ツ
市
に
お
い
て
原
告
の
権
利
を
認
め
よ
う

と
し
、
人
々
が
原
告
の
権
利
に
つ
き
助
け
よ
う
と
す
る
限
り
に
お
い
て
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
件
に
つ
い
て
都
市
参
事
会
や
市
長

達
に
服
従
せ
ず
、
そ
れ
を
取
り
や
め
な
か
っ
た
者
は
、
二
年
間
都
市
と
罰
令
圏
を
去
り
、
必
ず
そ
れ
を
取
り
や
め
る
べ
き
で
あ
る
。

〔
そ
の
際
〕
原
告
は
、
ど
こ
か
へ
行
く
前
に
、
人
々
が
彼
の
権
利
に
つ
き
助
け
よ
う
と
す
る
と
否
と
に
拘
ら
ず
、
ま
ず
第
一
に
都
市

参
事
会
の
許
で
解
決
す
べ
き
で
あ
る
。

（
一
）　

〔
実
質
的
に
新
条
項
〕
市
内
の
諸
裁
判
所
（
都
市
君
主
権
下
の
聖
俗
裁
判
所
も
含
む
）
の
属
地
主
義
化
が
目
的
と
さ
れ
て

い
る
。

（
二
）　

市
長
お
よ
び
都
市
参
事
会
は
、
都
市
君
主
権
下
の
聖
俗
裁
判
所
が
管
轄
す
る
事
件
を
も
自
ら
の
保
護
権
下
に
置
こ
う
と
し

て
い
る
。
但
し
、
都
市
君
主
の
聖
俗
裁
判
所
の
民
事
裁
判
権
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。

〈
第
六
一
条
〉
〔
市
外
の
国
王
の
面
前
へ
の
同
胞
市
民
訴
追
〕（
Ｂ
第
一
九
条
、
Ｃ
第
一
九
条
）

同
じ
く
、
マ
イ
ン
ツ
市
民
は
何
人
も
同
胞
市
民
を
マ
イ
ン
ツ
か
ら
国
王
の
面
前
に
告
訴
の
た
め
に
出
頭
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
。
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こ
れ
に
違
反
す
る
者
は
、
マ
イ
ン
ツ
を
一
年
間
去
る
べ
き
で
あ
り
、
且
つ
、
都
市
参
事
会
の
多
数
部
分
が
言
い
渡
す
期
間
マ
イ
ン
ツ

の
外
に
留
ま
る
べ
き
で
あ
る
。

（
一
）　

帝
国
直
属
で
あ
り
な
が
ら
も
、
依
然
と
し
て
、
国
王
に
マ
イ
ン
ツ
市
民
を
告
訴
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

〈
第
六
二
条
〉
〔
平
和
外
の
者
に
対
す
る
武
具
携
行
〕

同
じ
く
、
平
和
の
中
に
お
ら
ず
、
我
々
の
市
民
に
損
害
を
及
ぼ
そ
う
と
す
る
者
が
マ
イ
ン
ツ
に
お
り
、
そ
の
者
が
当
該
の
市
民
に

つ
い
て
、
我
々
の
市
長
達
が
妥
当
と
見
な
し
た
贖
罪
を
受
け
入
れ
よ
う
と
せ
ず
、
妥
当
な
贖
罪
を
な
そ
う
と
し
な
い
な
ら
ば
、
市
長

達
は
、
市
民
に
武
具
を
携
行
す
る
許
可
を
与
え
て
も
よ
い
。

（
一
）　

〔
新
条
項
〕「
平
和
外
に
い
る
者
」
に
対
し
、
市
民
が
武
器
を
携
行
し
て
も
よ
い
こ
と
を
市
長
が
承
認
し
、
自
衛
の
た
め
の

武
具
携
行
が
認
め
ら
れ
た
。

（
二
）　

但
し
、
こ
こ
で
の
「
平
和
外
に
い
る
者
」
と
は
、
市
長
裁
判
に
服
さ
な
い
者
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

〈
第
六
三
条
〉
〔
市
外
者
に
よ
る
市
民
共
住
者
へ
の
危
害
企
図
に
対
す
る
援
助
の
要
請
を
拒
否
す
る
こ
と
〕（
Ｗ
第
一
一
条
）

同
じ
く
、
あ
る
市
外
者
が
、
男
女
の
市
民
、
な
い
し
共
住
者
に
対
し
害
を
及
ぼ
し
た
り
家
宅
侵
入
を
し
た
り
す
る
こ
と
を
市
内
で

企
て
る
と
い
う
事
態
が
起
き
る
場
合
、
そ
う
し
た
事
の
苦
し
み
を
受
け
て
い
る
当
該
の
男
女
の
市
民
は
、
そ
の
他
の
男
女
の
同
胞
市

民
に
呼
び
か
け
て
、
自
分
を
助
け
る
た
め
に
駆
け
付
け
市
長
の
到
着
時
ま
で
そ
の
市
外
者
を
捕
ま
え
て
お
く
の
を
助
け
る
よ
う
、
要
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求
し
て
も
よ
い
。
彼
ら
か
ら
そ
の
よ
う
に
要
求
さ
れ
た
者
は
、
そ
れ
を
な
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
な
さ
ず
、
し
た
が
っ

て
市
外
者
を
捕
ま
え
て
お
く
の
を
助
け
な
い
市
民
は
誰
で
あ
れ
、
そ
う
し
た
事
の
苦
し
み
が
起
こ
る
毎
に
、
罰
金
（pen

e

）
と
し

て
一
〇
シ
リ
ン
グ
・
ヘ
ラ
ー
を
喪
失
し
た
こ
と
に
な
る
べ
き
で
あ
る
。
市
外
者
が
、
上
記
の
よ
う
に
自
分
を
捕
ま
え
よ
う
と
す
る
市

民
か
ら
身
を
守
っ
た
り
、
彼
ら
に
害
を
及
ぼ
そ
う
と
企
て
る
場
合
、
そ
の
市
外
者
が
そ
の
た
め
に
殴
打
さ
れ
た
り
蹴
ら
れ
た
り
し
て

も
、
そ
の
こ
と
で
男
女
の
市
民
は
違
法
行
為
を
犯
す
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

（
一
）　

〔
新
条
項
〕
悪
意
あ
る
市
外
者
に
対
す
る
市
民
の
防
衛
の
正
当
性
と
、
共
同
防
衛
の
義
務
が
明
記
さ
れ
た
。

〈
第
六
四
条
〉
〔
自
由
世
襲
借
地
に
対
す
る
直
接
税
支
払
命
令
の
拒
否
〕（
Ｂ
第
六
七
、六
八
条
、
Ｃ
第
六
四
条
）

同
じ
く
、
マ
イ
ン
ツ
に
居
住
す
る
と
否
と
に
拘
わ
ら
ず
、
マ
イ
ン
ツ
の
中
に
財
産
を
有
し
、
自
己
の
自
由
世
襲
借
地
（erbe

）
の

前
に
既
に
境
界
石
が
置
か
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
、
あ
る
い
は
い
ず
れ
ま
た
境
界
石
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
と
こ
ろ
の
者
が
、
如
何

な
る
男
性
で
あ
れ
、
あ
る
い
は
如
何
な
る
女
性
で
あ
れ
、
彼
ら
が
、―

―

都
市
か
ら
貨
幣
〔
＝S

ch
atzu

n
g
 

直
接
税
〕
の
徴
収
を

既
に
命
令
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
、
あ
る
い
は
い
ず
れ
ま
た
命
令
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
こ
ろ
の―

―

二
名
〔
の S

ch
atzm

eister 

直
接
税
徴
収
役
〕
に
対
し
貨
幣
を
納
め
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
二
名
は
当
該
の
自
由
世
襲
借
地
を
有
し
て
い
る
者
、
な
い
し
そ
こ
に

居
住
し
て
い
る
者
に
対
し
抵
当
を
要
求
す
る
権
利
を
有
す
る
。
そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
者
が
八
日
以
内
に
貨
幣
を
納
め
な
い
場
合
に
は
、

彼
ら
は
マ
イ
ン
ツ
を
一
ヶ
月
間
去
り
、
か
つ
、
貨
幣
な
い
し
こ
の
貨
幣
よ
り
も
多
額
の
抵
当
を
納
め
る
ま
で
の
間
、
市
外
に
い
る
べ

き
で
あ
る
。
ま
た
、
誰
か
あ
る
者
が
マ
イ
ン
ツ
の
外
に
居
住
し
な
が
ら
自
由
世
襲
借
地
を
マ
イ
ン
ツ
の
中
に
有
し
て
い
る
時
、
そ
の

者
が
貨
幣
を
納
め
な
い
場
合
に
は
、
当
該
の
自
由
世
襲
借
地
に
居
住
し
て
い
る
者
が
そ
の
貨
幣
を
納
め
る
べ
き
で
あ
る
か
、
あ
る
い
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は
ま
た
、―

―

自
由
世
襲
借
地
を
有
す
る
者
が
こ
の
貨
幣
を zin

s

〔
＝
定
期
的
に
支
払
う
貨
幣
〕
に
よ
り
償
却
す
る
ま
で
の
間―

―
当
該
自
由
世
襲
借
地
に
止
ま
っ
て
居
住
し
、
こ
の
件
に
関
し
自
由
世
襲
借
地
権
者
の
こ
と
を
都
市
に
対
し
保
証
す
べ
き
で
あ
る
。

（
一
）　

自
由
世
襲
借
地
に
対
す
る
直
接
税
納
入
の
義
務
、
そ
の
不
履
行
に
対
す
る
罰
則
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

〈
第
六
五
条
〉
〔
市
外
の
商
人
へ
の
代
金
未
払
い
〕（
Ｂ
第
七
二
条
、
Ｃ
第
六
六
条
）

同
じ
く
、
塩
漬
の
魚
、
生
の
魚
、
干
し
魚
、
生
肉
な
い
し
そ
の
他
の
物
品
を
あ
る
市
外
者
（g

ast

）
か
ら
購
入
す
る
マ
イ
ン
ツ

市
民
は
誰
で
あ
れ
、―

―

人
々
が
こ
の
件
に
つ
き
信
頼
で
き
る
証
拠
に
よ
り
立
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合―

―

、
市
民
が
市
外
者

に
代
金
支
払
い
を
約
束
し
た
期
間
内
に
代
金
を
市
外
者
に
払
う
べ
き
で
あ
り
、
さ
も
な
け
れ
ば
人
々
は
市
民
を
そ
の
こ
と
の
た
め
に

差
押
え
る
べ
き
で
あ
る
。

（
一
）　

〔
変
更
〕「
代
金
支
払
い
を
」
が
挿
入
さ
れ
た
。

（
二
）　

〔
変
更
〕「
干
し
肉
」
に
替
り
「
干
し
魚
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
三
）　

代
金
支
払
い
監
督
と
い
う
市
場
管
理
の
一
部
を
市
長
お
よ
び
都
市
参
事
会
は
獲
得
し
て
い
る
。

 

（
続
く
）




